リンク⑥

２　申請する資材が日本水道協会規格品（日本工業規格品）以外の水道施設用資材（承認後は、倉敷市水道局承認品となるもの）の場合
(1)　「水道用資材承認（新規採用）願い」、または「水道用資材承認内容変更願い」

申請製品名、規格、寸法を明記したもの。
(2)　図　面

寸法、材質等が明記されているもの。

(3)　仕様書

(4)　試験結果報告書の写し

ア　浸出試験結果報告書の写し（水に接する資機材の場合）
水に接する各材質の供試体を浸出させたときの、その浸出液に対する試験結果。試験項目、試験方法及び基準値は、「水道施設の技術的基準を定める省令」（平成１２年厚生省令第１５号）の第一条十七による。ただし、塗装材等の材質が日本水道協会規格品（日本工業規格品）である場合、その材質に関する試験項目、試験方法及び基準値は、該当する日本水道協会規格（日本工業規格）で規定する試験項目、試験方法及び基準値とする。また試験機関は、日本水道協会、日本水道協会指定検査工場（検査工場登録通知書の写しが必要）及びこれらと同等の試験能力があると認められる機関であること。

イ　性能試験報告書

仕様書で性能に関する試験を規定している資機材は、その試験に対する試験結果。

(5)　会社案内

(6)　納品実績

申請する資材のもの

(7)　価格表

申請者で取扱っている水道用資機材のカタログ

(8)　見積書

申請する資材のもの。ただし、消費税及び地方消費税を含めず、市内現場渡し価格とすること。また、日付は令和７年４月１日、見積りの有効期限は令和８年３月３１日までとすること。
※以上をフラットファイル等で２部製本し、提出すること。ただし、見積書は１部とする。
図面は３部とするが、うち１部はCDまたはメールにてPDFを提出しても良い。
（製本（副）は、審査結果通知書と併せて返却する。）

※参考

申請書提出時の製本例（２部製本＋図面）

製本（正）　　　　　　　　 製本（副）
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